
沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
、
私
の
知
事
と
し
て
の
任
期
の
最
終
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
三
年
間
、
公
約
に
掲
げ
ま
し
た
政
策
の
ほ
と
ん
ど
に
着
手
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
い
た
種
の
中
に
は
、

い
ま
だ
つ
ぼ
み
の
も
の
や
新
芽
の
も
の
も
あ
り
、
任
期
内
に
開
花
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、

元
気
な
沖
縄
の
創
造
に
努
め
る
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　政
権
交
代
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
な
ど
で
揺
れ
た
平
成
二
十
一

年
。　沖

縄
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
景
気
停
滞
の
影
響
等
に
よ
り
、
厳

し
い
状
況
が
続
く
一
方
で
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
や
、
沖
縄
県
に
お

け
る
情
報
産
業
の
一
大
集
積
拠
点
と
な
る
沖
縄
I
T
津
梁
パ
ー
ク
の
整
備
が

進
み
、
ま
た
、
那
覇
空
港
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
国
際
物
流
拠
点

と
し
て
本
格
始
動
す
る
等
、
沖
縄
県
の
発
展
の
跳
躍
台
と
な
る
産
業
の
基
盤

整
備
が
着
実
に
進
展
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　文
化
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
琉
球
舞
踊
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
と
い
う
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　平
成
二
十
二
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
沖
縄
県
の
発
展

の
礎
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
雇
用
お
よ
び
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
等
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
、
現
状
か
ら
の
早
期
脱
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
外
に
お
け
る
誘
客
活
動

を
強
化
し
、
な
お
一
層
の
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

　県
政
の
重
要
課
題
で
あ
る
米
軍
基
地
問
題
、
そ
の
中
で
も
日
米
地
位
協
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
連
立
政
権
樹
立
に
当
た
っ
て
の
政
策
合
意
に
お
い
て

「
改
定
を
提
起
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
好
機
と
し
て
渉
外
関
係
主

要
都
道
県
知
事
連
絡
協
議
会
（
渉
外
知
事
会
）
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
問
題
の
原
点
で
あ
る
危

険
性
の
除
去
の
一
日
も
早
い
実
現
を
、
政
府
に
対
し
て
強
く
訴
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
今
年
は
、
沖
縄
の
未
来
を
切
り
開
く
指
針
と
な
る

「
沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
」
を
策
定
し
ま
す
。
併

せ
て
残
り
二
年
と
な
り
ま
し
た
沖
縄
振
興
計
画
が
終
了
し
た
後
の

沖
縄
振
興
に
必
要
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
を
国
内
外
に
発
信
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
、
多
数
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　三
月
に
は
、
沖
縄
で
生
ま
れ
た
多
様
な
音
楽
を
世
界
に
発
信
す
る
新

た
な
試
み
と
し
て
「
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
m
u
s
i
x
2
0
1
0
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
好
評
を
博
し
ま
し
た
沖
縄
国
際
映
画
祭

を
、
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。

　七
月
に
は
、
い
よ
い
よ
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
が
開
幕
し
ま
す
。
沖
縄
県
下
の
高
校
生
が
、

一
人
一
役
の
理
念
の
下
、
主
体
的
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
高

校
生
が
沖
縄
に
集
い
、
輝
く
夏
の
思
い
出
を
心
に
刻
む
大
会
に
な
り
ま
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　東
西
一
〇
〇
〇
キ
ロ
、
南
北
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
海
域
を
有

す
る
島
嶼
県
沖
縄
。
こ
こ
か
ら
、
先
人
が
「
万
国
津
梁
」
の
精
神
で
海
外
に

雄
飛
し
た
気
概
を
持
ち
、
県
勢
の
発
展
に
全
身
全
霊
を
注
ぐ
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
し
ま
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

                                 

　沖
縄
県
知
事

　仲
井
眞

　弘
多



県庁で行われた岡田大臣との会談の様子

1511 岡田外務大臣が就任後、初来県
米軍普天間飛行場の移設などについて会談

普天間飛行場移設問題について言及する岡田大臣

　就任後初めて来県した岡田克也外務大臣は武正公一
外務副大臣らと共に県庁を訪ね、仲井眞知事ら県幹部と
米軍基地問題について会談した。
　仲井眞知事は、岡田大臣に対し、読谷村で発生し
た死亡ひき逃げ事件への捜査協力や米軍基地の
負担軽減を求めたほか、普天間飛行場の移設につ
いて、県内では県外移設への期待が高まっているこ
とを説明し、一日も早い危険性の除去の実現を要
請した。

　これに対し、岡田大臣は、「鳩山政権にとって沖縄の過重な負担を減らしていくことは当然必
要なことと考えている」と述べたほか、「普天間飛行場の問題については、あまり時間をかける
わけにはいかない問題である」との認識を示した。

米軍普天間飛行場の移設などについて会談
　就任後初めて来県した岡田克也外務大臣は武正公一
外務副大臣らと共に県庁を訪ね、仲井眞知事ら県幹部と

K E N S E I   F L A S H

県政

フラッシュ
11月・12月の動き

基調講演を行う仲井眞知事

2411

3011

112

ジョン・ルース駐日アメリカ大使が初来県
仲井眞知事と意見交換へ

李肇星前中国全人代外事委員会主任委員が来県
仲井眞知事と交流促進について意見交換

沖縄懇話会定期総会が開催
平成2年の設立から今年で20年目の節目を迎える

会員懇談会に出席した県内外企業の経営者ら

仲井眞知事と会談するルース大使

仲井眞知事と会談する李中国全人代外事委員会主任委員

李氏から仲井眞知事に贈られた「万国津梁」の書

　中国の前外務大臣で現在は中国全人代外事委員
会主任委員を務める李肇星（り・ちょうせい）氏が那
覇市内での講演のため来県し、県庁で仲井眞知事を
表敬した。
　李氏との会談で仲井真知事は「沖縄と中国の交流
促進や観光の発展のため、北京から沖縄への直行航
空路線の設定をぜひともお願いしたい」と要望した。
　仲井眞知事からの要望に対し、李氏は「沖縄と中国の相互交流はとても重要であり、
その要望には非常に賛同できる。沖縄と北京だけでなく天津や中国最大の都市である
重慶と航空路線を結ぶのもいい」と意見を返した。
　会談後、李氏は「沖縄とアジア各地を繋いで欲しい」と話し、仲井眞知事に記念品とし
て「万国津梁」の書を贈った。

普天間飛行場移設問題について言及するルース大使

　初来県したジョン・ルース駐日アメリカ大使は
県庁を訪ね、米軍普天間飛行場の移設問題や
読谷村楚辺の米兵ひき逃げ事件について仲井
眞知事と意見交換した。
　仲井眞知事はルース大使に「鳩山由紀夫首相
に沖縄で米軍普天間飛行場の県外移設への期
待が高まっていることを伝えた」と説明し、ルー
ス大使も関わる日米の閣僚クラスで結成する米軍普天間飛行場の移設に関する
ワーキング・グループの議論に生かすよう求めたほか、ワーキング・グループの検証
作業が完了する時期についても質問した。

　ルース大使は「検証作業はできる限り早く済ませる。迅速に結論を出さなければならないと認識している」とし、ひき逃げ事件に
ついても「遺族に哀悼の念を示したい。事件解決のため、できる限りのことはしたい」と答えた。

　沖縄県の経済振興をテーマに県内と本土の経済
人が交流し、情報交換する「沖縄懇話会」の定期総会
と会員懇談会が那覇市内のホテルで開かれた。
　沖縄懇話会は沖縄振興に寄与する提言やさまざま
な事業への助成等を行っており、平成2年の設立から
今年で20年目の節目を迎えた。
　定期総会後の会員懇談会では仲井眞知事による基調講演が行われ、仲井眞知事は
「あと2年余で沖縄振興特別措置法や振興計画が期限を迎える。沖縄の将来を考える
にあたり、今後、沖縄の価値をどう高めていくかが課題だ」と話した。基調講演に引き
続き、「明日を拓く若き経営者たち－若い経営者の見つめる未来の沖縄」をテーマに
パネル討論も行われ、県内外で活躍する若手経営者5人が沖縄の自立などについて議
論した。

　
　
月NO

VEM
BER

　
　
月DECEM

BER

日誌
県政

52万6,896世帯世帯
前月比1,038世帯増

平成21年11月1日現在

138万7,020人人口
前月比1,294人増
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東
京
出
張（

　
日
ま
で
）

平
成

　
年
度
第
6
回
沖
縄
県
議
会
開
会

第

　
回
沖
縄
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
開
会
式

連
合
沖
縄
結
成

　
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

東
京
出
張（

　
日
ま
で
）

（
財
）沖
縄
県
体
育
協
会
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　
北
川
洋
氏

外
務
大
臣

　
岡
田
克
也
氏

台
湾
出
張（

　
日
ま
で
）

那
覇
港
管
理
組
合
平
成

　
年

　
月
定
例
会

 

平
成

　
年
度
九
州
八
県
赤
十
字
大
会

（
秋
篠
宮
妃
殿
下
お
成
り
）

第
3
回
沖
縄
総
合
事
務
局
と
沖
縄
県
と
の
政
策
事

務
連
絡
会
議

 

鹿
児
島
県
奄
美
市
出
張（

　
日
ま
で
）

 

沖
縄
懇
話
会
第

　
回
定
期
総
会
・
会
員
懇
談
会

沖縄の人口
世帯の動き

面談
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

石
破
茂
氏
ほ
か

面談
第

　
回
宇
宙
技
術
お
よ
び
科
学
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　
組
織
委
員
長

　
荒
川
義
博
氏
ほ
か

表敬
沖
縄
四
軍
調
整
官
テ
リ
ー
・ロ
ブ
リ
ン
グ
中
将

表敬
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使

　
ジ
ョ
ン
・
ル
ー
ス
氏

表敬
中
国
・
全
人
代
外
事
委
員
会
主
任
委
員

（
前
外
務
大
臣
）

　
李
肇
星
氏

表敬
駐
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
特
命
全
権
大
使

四
宮
信
隆
氏

表敬
駐
日
イ
タ
リ
ア
大
使

ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ・ペ
ト
ロ
ー
ネ
氏

表敬
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
那
覇
分
処
処
長

李
明
宗
氏

表敬
全
駐
労
沖
縄
地
区
本
部

※
駐
留
軍
等
労
働
者
の
給
与
水
準
見
直
し
に

　
関
す
る
協
力
に
つ
い
て

要 請

11
平
成

　
年
度
第
6
回
沖
縄
県
議
会
代
表
質
問

（
4
日
ま
で
）

平
成

　
年
度
第
6
回
沖
縄
県
議
会
一
般
質
問

（

　
日
ま
で
）

東
京
出
張（

　
日
ま
で
）

第

　
期
沖
縄
県
労
働
委
員
会
委
員
辞
令
交
付
式

（
財
）沖
縄
県
体
育
協
会
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式

琉
球
物
流
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

大
嶺
秀
宣
氏
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1

11
　

昨
年
の
沖
縄
県
は
、
世
界
的
な
経
済
不
況
が
続
く
中
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
・
感
染
拡
大
な
ど
の
新
た
な
脅
威
に
も
み
ま
わ
れ
、
経
済
活

動
お
よ
び
県
民
生
活
に
お
い
て
厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、「
沖
縄
国
際
映
画
祭
」や「
２
０
０
９
沖
縄
伝
統
空
手
道
世

界
大
会
」な
ど
国
際
的
な
行
事
の
開
催
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
の
琉

球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
優
勝
、「
琉
球
舞
踊
」
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
指
定
な
ど
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
（
議
）
会
発
足
１
０
０
年
や
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故

か
ら
五
十
年
を
迎
え
る
な
ど
、節
目
と
な
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
０
９
年「
沖
縄
観
光
新
春
の
集
い
」

知
事
訪
米

不
発
弾
爆
発
事
故
現
場（
糸
満
市
小
波
蔵
）視
察

２
０
０
９
プ
ロ
野
球
春
季
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
球
団
旗・歓
迎
バ
ナ
ー
掲
揚
式

面
談　

外
務
大
臣　

中
曽
根
弘
文
氏

県
内
経
済
団
体
に
対
す
る
緊
急
雇
用
要
請

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」バ
ン
ミ
カ
セ
大
会

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

表
敬　

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
受
賞
者　

ロ
ビ
ン・ウ
ォ
ー
レ
ン
博
士

面
談　

米
国
議
会
下
院
軍
事
委
員
長　

ア
イ
ク・ス
ケ
ル
ト
ン
氏
ほ
か

表
敬　

駐
日
カ
ナ
ダ
大
使　

ジ
ョ
ナ
サ
ン・T・フ
リ
ー
ド
氏

沖
縄
県
不
発
弾
等
対
策
安
全
基
金
条
例
可
決
成
立

表
敬　

駐
日
韓
国
大
使　

権
哲
賢
氏

沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

沖
縄
国
際
映
画
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

面
談　

衆
議
院
外
務
委
員
会

表
敬　

駐
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大
使　

ア
シ
ュ
ラ
フ・ド
ウ
ラ
氏

第
二
二
六
回「
世
界
を
考
え
る
京
都
座
会
」

面
談　

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会

表
敬　

駐
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
特
命
全
権
大
使

　
　
　

ダ
ニ
エ
ル・ポ
ル
ス
キ
氏

平
成
二
十
一
年
度　

県・市
町
村
行
政
連
絡
会
議

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
伝
達
式

沖
縄
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議

琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス　

b
j
リ
ー
グ
優
勝
報
告
会

久
米
島
・
鳥
島
両
射
爆
撃
場
視
察

要
請　

新
規
学
卒
者
採
用
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

美
ら
島
沖
縄
大
使
認
証
式　

長
澤
ま
さ
み
さ
ん
、プ
リ
ン
セ
ス
天
功
さ
ん

沖
縄
県
議
会
1
0
0
年
記
念
行
事

表
敬　

在
日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使

　
　
　

フ
ラ
ン
ツ
＝
ミ
カ
エ
ル・ス
キ
ョ
ル・メ
ル
ビ
ン
氏

平
成
二
十
一
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

平
成
二
十
一
年
度
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
追
悼
集
会（
宮
森
小
学
校
）

表
敬　

防
衛
大
臣　

浜
田
靖
一
氏

み
ん
な
で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
E
X
P
O
2
0
0
9

面
談　

沖
縄
担
当
大
臣　

林
幹
雄
氏

表
敬　

シ
ョ
ー
モ
ン
国
際
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
　

入
賞
者　

首
里
サ
ー
カ
ス

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
設
置
促
進
県
民
会
議
総
会

2
0
0
9
沖
縄
伝
統
空
手
道
世
界
大
会
開
会
式

表
敬　

駐
日
ス
ロ
バ
キ
ア
大
使　

ド
ゥ
ラ
ホ
ミ
ー
ル・シ
ュ
ト
ス
氏

表
敬　

駐
日
セ
ル
ビ
ア
大
使　

イ
バ
ン・ム
ル
キ
ッ
チ
氏

全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
大
会
沖
縄
大
会

表
敬　

在
沖
米
国
総
領
事　

レ
イ
モ
ン
ド・グ
リ
ー
ン
氏

平
成
二
十
一
年
度
沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練

新
百
歳
長
寿
者
慶
祝
訪
問

表
敬　

駐
日
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
特
命
全
権
大
使　

フ
ィ
リ
ッ
プ・フ
ォ
ー
ル
氏

面
談　

防
衛
大
臣　

北
沢
俊
美
氏

「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」施
行
日
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

面
談　

沖
縄
担
当
大
臣　

前
原
誠
司
氏

「
琉
球
舞
踏
」国
指
定
重
要
無
形
文
化
財・保
持
者
認
定
お
よ
び

「
組
踊
道
具・衣
装
製
作
修
理
」国
選
定
保
存
技
術・保
存
団
体
認
定
書

伝
達
交
付
式
、記
念
合
同
祝
賀
会

日
本
青
年
会
議
所
第
五
十
八
回
全
国
会
員
大
会
那
覇
大
会
式
典

表
敬　

駐
日
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
使　

ド
ミ
ン
ゴ
ス・サ
ル
メ
ン
ト・ア
ル
ベ
ス
氏

A
N
A
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
開
業
記
念
式
典

全
島
緑
化
県
民
運
動「
う
ま
ん
ち
ゅ
協
働
の
花
と
緑
の
森
づ
く
り
in
恩
納
村
」

沖
縄
県
中
部
合
同
庁
舎
開
庁

平
成
二
十
一
年
度
沖
縄
県
功
労
者
表
彰
式
典・祝
賀
会

知
事
訪
米

秋
の
叙
勲
伝
達
式

面
談　

外
務
大
臣　

岡
田
克
也
氏

平
成
二
十
一
年
度
九
州
八
県
赤
十
字
大
会（
秋
篠
宮
妃
殿
下
お
成
り
）

表
敬　

駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使　

ジ
ョ
ン・ル
ー
ス
氏

5
日

5
日

16
日

26
日

1
日

3
日

3
日

7
日

20
日

20
日

3
日

４
日

5
日

11
日

19
日

27
日

6
日

7
日

19
日

20
日

24
日

28
日

1
日

14
日

20
日

3
日

10
日

15
日

16
日

19
日

23
日

30
日

9
日

10
日

17
日

21
日

30
日

14
日

14
日

14
日

27
日

4
日

11
日

21
日

24
日

25
日

1
日

3
日

13
日

17
日

22
日

26
日

31
日

2
日

3
日

4
日

5
日

15
日

19
日

30
日

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月

1/5　米軍基地問題の解決に関する要請および企業誘致な
どを目的に、1月5日から1月15日までの日程で訪米しました。

11/15　就任後、初来県した岡田克也外務大臣は県庁で仲
井眞弘多知事ら県幹部と会談し、米軍普天間飛行場の移設問
題などについて意見交換しました。

5/20　2008-2009シーズンのbjリーグで初優勝を果たした県
内プロバスケットボールチーム、琉球ゴールデンキングスの優勝
報告会が県民ホールで行われました。

6/16　沖縄県議会は6月定例会の開会日に琉球古典音楽
の演奏や記念樹の植樹など、議会100年の節目を祝うさまざ
まな記念行事を行いました。

6/30　大勢の死傷者を出した1959年の米軍のジェット機
墜落事故から50年の節目を迎え、事故現場となった宮森小
学校で追悼集会が行われました。

7/10　みんなでグッジョブEXPO2009が宜野湾市のコン
ベンションセンターで行われ、県内の学生や教育関係者、企
業関係者など約500人が出席しました。

8/14　那覇市の県立武道館で2009沖縄伝統空手道大会が
開催され、40カ国から集まった6,000人余の空手道および古
武道愛好家が交流を深めました。 

9/25　就任後、初めて来県した北沢俊美防衛大臣は県庁を
訪ね、仲井眞知事ら県幹部と普天間飛行場の移設などについ
て意見交換しました。

10/3　仲井眞知事は来県した前原誠司沖縄担当大臣に対
し、沖縄振興予算の総額確保や在日米軍再編など10項目につ
いて要請しました。

10/1　この日、県民全員で県内の飲酒運転根絶に取り組むこ
とを定めた沖縄県飲酒運転根絶条例が施行されました。

10/13　国指定重要無形文化財となった「琉球舞踊」と国選
定保存技術として認定された「組踊道具・衣裳製作修理」の認
定書伝達交付式が那覇市内のホテルで行われました。

3/19　「Laugh&Peace（笑いと平和）」をテーマにした
沖縄国際映画祭2009が北谷町美浜のアメリカンビレッ
ジで開幕し、会場には多くの映画ファンらが集りました。

6/15　美ら島沖縄大使の認証式が行われ、女優の長澤まさみ
さんとイリュージョニストのプリンセス天功さんに美ら島沖縄大
使認証状が交付されました。

1/16　1月14日に糸満市小波蔵の水道工事現場で起
こった不発弾爆発事故現場等を視察し、関係者から事
故の状況などについて説明を受けました。

2/3　非正規社員の解雇や雇い止めが全国的な問題と
なっている中、仲井眞知事らは県内の経済団体を訪ね、
県内の雇用の維持と拡大について連名で要請しました。

4/28　平成21年度の県・市町村行政連絡会議が那覇市内のホテ
ルで行われ、県幹部と市町村長、議長らが出席し、新型インフルエン
ザ関連などさまざまな議題について議論しました。 
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部 門

（平成20年4月1日現在）

一般行政部門
教育関係
警察関係
小　計
病院事業
水道事業
下水道事業ほか
小　計
合　計

※職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の
　身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨時又
　は非常勤職員を除いています。

職員数
平成20年度

4,164人
13,474人
2,855人
20,493人
2,261人
274人
116人

2,651人
23,144人

対前年増減
△ 140
△ 148

11
△ 277

33
△ 22
△ 4
7

△ 270

普
通
会
計

公
営
企
業
会
計

県職員の給与の状況県職員の給与の状況
　県では、福祉、教育、商工、土木、農林水産、警察など県民生活に係わる仕事を行っ
ており、これに携わる職員が約2万3千人（公営企業事業の職員を含む）います。

　 県人事委員会は、毎年、県内の企業規模50人
以上の民間企業等の給与実態を調査して、県職員
の給与について勧告を行っています。
　この勧告に基づき、県議会の審議を経て、条例
により給与が決定されています。

給与決定の仕組み1

人件費の状況（平成20年度普通会計決算）2

職員の平均給与月額、平均年齢の状況（平成21年4月）6

職員の手当の状況7

職員の初任給の状況5

職員数の状況（部門別職員数の状況）3

ラスパイレス指数の状況4

※県の初任給は特例減額措置を受けた後の額です。

（平成21年4月1日現在）

県
167,034円
135,897円
133,084円
125,324円
187,016円
161,311円
187,016円
163,542円
181,875円
153,357円

国
172,200円
140,100円

－
－
－
－
－
－

187,500円
158,100円

Ⅱ種
Ⅲ種

Ⅲ種
Ⅲ種

区　分
大 学 卒
高 校 卒
高 校 卒
中 卒
大 学 卒
短 大 卒
大 学 卒
短 大 卒
大 学 卒
高 校 卒

一般行政職

現業職

高等学校教育職

小･中学校教育職

警察職

（平成21年4月現在）

一般行政職

現 業 職

高等学校教育職

小･中学校教育職

警 察 職

318,800円

324,800円

354,200円

364,300円

320,000円

48,266円

46,554円

51,112円

51,783円

105,129円

+

+

+

+

+

=

=

=

=

=

367,066円

371,354円

405,312円

416,083円

425,129円

42歳6月

49歳4月

41歳9月

43歳7月

39歳8月

給料 手当 平均給与月額 平均年齢

※平均給与月額は、平成21年4月分の給料と諸手当（扶養手当,時間外勤務手当など）の合計を平均したもので、特例減額措置を受けた後の額です。

（平成21年4月現在）

扶養親族（配偶者、22歳に達する日以後
の最初の3月31日までの間にある子、60
歳以上の父母等）のいる職員に支給 

住居を借り受け、または所有している職
員に支給 

通勤距離が2㎞以上で、バス等を利用し
ている職員に支給

期末・勤勉
手当

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

主
要
三
手
当

区　分

期末手当

勤勉手当

計

平成20年度平均支給額

勤続25年

勤続35年

最高限度倍率

33.50月分

47.50月分

59.28月分

5,679,719円

配偶者

子等

16～22歳の子１人につき

借り受け

所有

バス等

自家用車

13,000円

6,500円

5,000円加算

27,000円まで

2,500円

6箇月定期券等の価額

距離に応じ2,300～40,000円

41.34月分

59.28月分

59.28月分

26,788,306円平成20年度平均支給額

支給率

3月分

1.35月分

4.35月分

1,591,904 円

3月分

1.5月分

4.5月分

－

同

－

同

異

異

支給内容 国の制度

区　分 自己都合 勧奨・定年 国の制度

内　容 手当額（月額） 国の制度

（平成21年4月1日現在）

※知事、副知事の給料月額は特例減額措置を受けた後の額です。

6月期

期末手当の支給割合給料月額及び議員報酬

12月期

計

1.6月分

1.7月分

3.3月分

知 事

副知事

議 長

副議長

議 員

1,116,000円

911,400円

990,000円

850,000円

760,000円

　知事等の特別職の給与等については、県内各界の
代表者などで構成する「沖縄県特別職議員報酬等審
議会」の答申を受けて、条例で定められています。

特別職の給与等の状況8

　本県の厳しい財政状況を踏まえ、給料月額について、知事10％、副知事7％、公営企業の管理者・病院事業の
管理者5％、特別職の秘書・教育長・大学の学長・一般職の職員3％の減額措置を行っています。
　また併せて、知事・副知事・公営企業の管理者・病院事業の管理者・常勤の監査委員・教育長・大学の学長の期
末手当および一般職の管理職員の管理職手当を15％、特別職の秘書の期末手当および一般職の職員の期末
勤勉手当を2％の減額措置も行っています。

特例的な措置9

詳しい内容は、県公報や人事課ホームページで、ご覧になれます。

県人事委員会 議会

知事

民間給与

県職員給与

比較 勧告
条例提案

議決

給
与
条
例
改
正

歳出総額

5,783億円

教育委員会

1,272億円
（22％）

警察

249億円（4％）

知事部局など

410億円（7％）

教育委員会

1,272億円
（22％）

警察

249億円（4％）

知事部局など

410億円（7％）

事業費など

3,851億円（67％）
事業費など

3,851億円（67％）

105

100

沖縄県 都道府県平均

95

90

ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

H15

101.7101.7

H1595.2

H20

H20

101.3

95.2

101.3

99.499.4

特別職報酬等
給料
期末･勤勉手当
職員手当
退職手当
共済負担金
その他

・・・・・・・・・・29億円
・・・・・・・・・・・・・・・・902億円

 ・・・・・・・・348億円
・・・・・・・・・・・・・172億円
・・・・・・・・・・・・・199億円
・・・・・・・・・・257億円

・・・・・・・・・・・・・・・・24億円

人件費  1,931億円（33.4％）
（前年度の人件比率 35.7％）

2
2

2



県産業政策課  TEL：098-866-2330　　FAX：098-866-2440お問い合わせ

農
商
工
等
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化

　

県
産
農
水
産
物
を
利
用
し
た
商
品
開
発
に
よ
っ
て
、新
し
い

地
域
活
性
化
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、沖
縄
で
は
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
ル
ー
ト
で
業
種
の

枠
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
参
加
・
協
力
し
な
が
ら
商

品
開
発
を
行
い
、「
も
ず
く
丼
」や「
イ
カ
墨
じ
ゅ
ー
し
ぃ
」、「
野

菜
天
」等
、数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
の
も
ず
く
養
殖
は
全
国
に
お

け
る
生
産
量
の
九
十
％
以
上
を
誇
り
、
な

か
で
も
県
内
ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
る
勝

連
漁
協
は
、
生
産
量
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
も
ず
く
は
酢
の
物
だ

け
の
利
用
に
止
ま
り
、
消
費
の
停
滞
傾
向

に
よ
っ
て
も
ず
く
養
殖
業
者
の
所
得
が
減

少
す
る
等
、
大
変
苦
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
十
二

の
組
織
（
勝
連
漁
協
、

㈱
琉
珉
珉
、
コ
ー
プ
お

き
な
わ
、
う
る
ま
市
、

う
る
ま
市
商
工
会
、
大

伸
株
式
会
社
、県
な
ど
）

が
参
加
し
、
異
業
種
連
携
を
図
る
商
品
化
連

携
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は

「
う
る
ま
市
が
誇
れ
る
も
の
」
と
し
て
知
ら

れ
る
「
沖
縄
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

肝
高
の
阿

麻
和
利
」の
活
動
支
援
と
合
わ
せ
て
取
り
組

む
こ
と
を
決
定
し
、
開
発
し
た
商
品
も「
肝

高
の
も
ず
く
餃
子
」と
命
名
し
ま
し
た
。

　

各
組
織
が
知
恵
を
出
し
合
い
、各
自
の
強

み
を
持
ち
寄
っ
た
こ
と
で
諸
々
の
リ
ス
ク

を
低
減
で
き
た
同
商
品
は
販
売
イ
メ
ー
ジ

戦
略
に
よ
り
、
発
売
後
一
カ
月
半
の
間
に
三

万
六
千
パ
ッ
ク
を
売
り
上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
り
ま
し
た
。

　

売
り
上
げ
の
一
部
を
阿
麻
和
利
公
演
へ
の

支
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
同
商
品
は「
地
産
地
消
」「
地
場
産
業
お

こ
し
」「
教
育
・
文
化
」へ
一
石
三
鳥
の
貢
献

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
ブ
ー
ム
に
よ
り
消
費
が
伸

び
て
い
る
ス
イ
ー
ツ
分
野
で
、
沖
縄
は
ス

イ
ー
ツ
素
材
と
な
り
得
る
県
産
農
産
物

が
豊
富
に
あ
り
な
が
ら
、
素
材
と
し
て
十

分
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

そ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
地
産

地
消
を
進
め
よ
う
と
生
産
か
ら
加
工
、
流

通
ま
で
の
各
事
業
者
と
大
学
が
連
携
す

る
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、Ｊ
Ａ
お
き
な

わ
、琉
球
ジ
ャ
ス
コ
、県
な
ど
で
つ
く
る
オ

キ
ナ
ワ
ス
イ
ー
ツ
開
発
委
員
会
（
委
員

長
・
上
田
不
二
夫
沖
縄
大
学
教
授
）
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
去
年
の
十
月
か
ら
一
年
計

画
で「
オ
キ
ナ
ワ
ン
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
の
田
芋
を
皮
切
り
に
、シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
、ア
セ
ロ
ラ
な
ど
月
ご
と
に
旬
の
県

産
農
産
物
を
素
材
と
し
て
選
び
、県
内
著

名
シ
ェ
フ
ら
が
企
画
・
開
発
し
た
数
種
類

の
特
製
生
菓
子
を
県
内
ジ
ャ
ス
コ
、マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
各
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
生
産
す
る
カ
マ
ボ
コ
な
ど
の
原

材
料
の
多
く
は
、
県
外
か
ら
の
移
入
品
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
読
谷
村
漁
協
で
は
、
年
間
水
揚

げ
量
の
七
十
％
が
五
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
集
中
す
る
た
め
、
鮮
魚
の
収
穫
が
過

剰
気
味
と
な
る
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

の
支
援
の
も
と
、
読
谷
村
漁
協
は
か
ぎ
ぜ

ん
寿
味
屋
と
協
力
し
、
地
元
の
漁
港
で
過

剰
に
水
揚
げ
さ
れ
る
ミ
ジ
ュ
ン
（
イ
ワ
シ

の
仲
間
）や
ム
ロ
ア
ジ
、ダ
ツ
を
練
製
品
の

材
料
と
し
て
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

鮮
魚
を
練
製
品
と
し
て
商
品
化
す
る

こ
と
に
伴
い
、
専
門
家
や
地
域
の
人
た
ち

が
一
緒
に
参
加
し
、
地
域
全
体
を
巻
き
込

ん
だ
動
き
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
、
村
の
婦

人
会
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
な
ど
地
域
全
体
で

読
谷
発
の
商
品
を
盛
り
上
げ
る
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

練
製
品
の
商
品
化
に
あ
た
っ
て
メ
ニ
ュ
ー

コ
ン
ペ
を
実
施
し
、集
ま
っ
た
村
民
の
ア
イ

デ
ア
か
ら
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
か

ま
ぼ
こ
に
混
ぜ
る
試
み
が
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
、
読
谷
産
の
ニ
ン
ジ
ン
や
紅
芋
を
混

ぜ
た
練
製
品
が
完
成
。風
味
だ
け
で
な

く
、
見
た
目
に
も
き
れ
い
な
「
今
魚
入
り

か
ま
ぼ
こ
野
菜
天
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た「
読
谷
か
ま
ぼ
こ
」

を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

は
も
と
よ
り
、
空
港
や
土
産
品
店
か
ら
販

売
を
開
始
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
全
国
に
市
場

を
拡
大
す
る
取
り
組
み
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　

県
で
は
、
農
商
工
連
携
を
行
う
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
・
講
座
及
び
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

係
る
支
援
・
助
成
を
行
う
「
中
小
企
業
支

援
・
農
商
工
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成

事
業
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
や
関

係
機
関
と
も
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
地
域
資
源
活
用
、
経
営
力
の
向

上
や
事
業
承
継
等
、
中
小
企
業
が
直
面
す

る
課
題
に
対
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
き

め
細
か
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
県
内
七

カ
所
に
地
域
力
連
携
拠
点
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　農商工等連携とは地域経済の活性化のために、
農・漁業者と商・工業等の関係者が協力し、地域の
課題に対してお互いの強みを生かして相乗効果を発
揮させていく取り組みのことを指します。
　国の方では農林漁業者と中小企業者が共同で行う
新たな商品や新サービスの開発等に関する計画につ
いて認定し、この計画に基づいて行われる事業に対し
て補助金や低利融資、信用保証の特例等について支
援することによって、農林漁業と商工業等の産業間連
携を強化し、地域経済の活性化を図る取り組みを
行っています。 

連携パワーで
地産地消、

地場産業おこし、
教育・文化貢献

肝
高
の
も
ず
く
餃
子

1

読
谷
か
ま
ぼ
こ

3

オ
キ
ナ
ワ
ン
ス
イ
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2

農商工等連携とは？
農
商
工
連
携
へ
の
支
援
体
制

☎098-859-6150
☎098-082-2672
☎098-052-4243
☎098-897-0111
☎098-859-6239
☎098-867-2141
☎098-860-1216

沖縄県商工会連合会

石垣市商工会

名護市商工会

宜野湾市商工会

（財）沖縄県産業振興公社

沖縄銀行

琉球銀行

事業化などの相談窓口

沖縄ならではの旬の県産農産物を素材に、県内
著名シェフらが企画・開発した特製生菓子。

パイナップルと
ハイビスカスのケーキ

宜野湾産田芋を使用した
田芋ロールケーキ

県産牛乳をたっぷり
使ったシュークリーム

具には、勝連産
もずくと県産豚
肉、国産野菜が
たっぷり！！皮
にもモズクを練
り込んだ餃子
はローカロリー
でヘルシー。

県内ジャスコ、マックスバリュー各店舗で「オキナワンスイーツプロジェクト」を展開中！

読谷村漁協で水揚げされた鮮魚と地元で採れた野菜をふ
んだんに使用し仕上げた「今魚入りかまぼこ野菜天」

３
６
０
倍
売
上
げ
増
と
３
つ
の
貢
献

発売記念記者会見の様子

13
3

農林水産業 工業商業

連携連携



代表的な
スポット

スズメ目メジロ科 Zosterops japonicus

代表的な
スポット

沖縄県全域

「メジロ」

全長 11.5cm、日本全国に分布しています。

市街地から山地にまで生息している

ポピュラーな野鳥です。

庭先の植え込みで子育てをする事もあります。

“目白押し”という言葉は、

メジロが枝にくっつき合って止まっている様子に

由来するそうです。

愛がん目的で捕獲や飼養を行う場合、

申請して許可を得る必要があります。

白いアイリングかわいい身近な野鳥



興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

上司からもヒトコト

沖縄県産業・雇用拡大県民運動実施中！

こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

 

一
日
の
平
均
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

仕
事
が
つ
ら
か
っ
た
と
き
は

ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

仕
事
の
苦
労
は
？
や
り
が
い
は
？

高
い
能
力
が
求
め
ら
れ
る

「
美
と
健
康
・
癒
し
の
プ
ロ
」。

沖
縄
県
も
人
材
育
成
や

雇
用
促
進
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

意識の高さや前向きな姿勢を評価。
やうらイチの“癒し系セラピスト”です。

ス
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
シ
ゴ
ト
と
は

1986年大宜味村出身。高校卒業後、専修学

校ビューティーモードカレッジへ進学。

ビューティービジネス科在学中に日本エステ

ティック協会認定エステティシャン資格やア

ロマテラピー検定2級を取得。2006年、喜瀬

別邸「SPAやうら」入社。スパセラピストとし

て後輩の指導なども担当。勤続2年9カ月。

美
容
に
興
味
が
あ
り
、人
の
役
に
立

つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。お
っ
と
り
と
し
た
性
格
の
私
に
は
、

一
連
の
流
れ
で
時
間
を
か
け
て
お
客
さ
ま

を
お
も
て
な
し
で
き
る
ス
パ
が
い
い
な
と

思
い
、
職
場
訪
問
で
て
い
ね
い
に
対
応
し

て
く
れ
た
現
在
の
職
場
に
応
募
。
豊
か
な

自
然
が
あ
る
地
元
や
ん
ば
る
の
良
さ
も
伝

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
は
シ
フ
ト
制
で
二
交
代
勤

務
。
早
番
の
場
合
は
午
前
九
時
に

出
勤
し
、
清
掃
や
予
約
の
お
客
さ
ま
の
た

め
の
準
備
な
ど
を
行
い
、
十
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
お
客
さ
ま
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
ス
パ
は
清
潔
感
を
保
つ
こ

と
が
重
要
で
、
入
浴
施
設
や
部
屋
の
片
付

け
、清
掃
も
大
切
な
仕
事
。時
間
が
空
い
た

ら
、
ス
タ
ッ
フ
で
互
い
に
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
の
練
習
を
す
る
な
ど
し
て
技
術
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
思
っ
た
よ
り
も
重
労
働
で
体

力
が
必
要
。
お
客
さ
ま
と
の
距
離
が
近
く

直
接
素
肌
に
触
れ
る
た
め
、
自
分
の
体
調

や
気
持
ち
が

　
気

　
と
な
っ
て
お
客
さ
ま

に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
常
に
体
調
や

精
神
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
後
に「
気

持
ち
良
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
の
が
や
り
が
い
。
技
術
を
磨
く
ほ
ど
喜

ん
で
も
ら
え
る
仕
事
な
の
で
、
お
客
さ
ま

の
言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す
。

新
人
の
頃
、
不
慣
れ
な
対
応
で
お

客
さ
ま
に
叱
ら
れ
て
と
て
も
落
ち

込
み
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
た
ら
、「
そ
れ
は
あ
な

た
が
成
長
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
と

諭
さ
れ
て
納
得
。
そ
れ
か
ら
は
お
客
さ
ま

に
い
か
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
励

み
に
、
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
女
性
ば
か
り
で
と
て

も
仲
が
良
く
、
上
司
で
あ
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
意
見
を
言
い
や
す
い

理
想
的
な
環
境
。
寮
住
ま
い
の
メ
ン
バ
ー

で
一
緒
に
鍋
を
し
た
り
、
日
頃
か
ら
親
睦

も
深
め
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
就
職
先
で

不
安
で
し
た
が
、
仕
事
の
心
得
や
技
術
面

な
ど
一
か
ら
教
え
て
く
れ
た
上
司
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
上
司
の
豊
富
な

知
識
や
高
い
技
術
力
を
目
標
に
仕
事
に

励
ん
で
い
ま
す
！

ど
の
エ
ス
テ
や
ス
パ
が
い
い
の
か

迷
っ
た
ら
、
お
客
さ
ま
と
し
て
自

分
で
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
受
け
て
み
る

の
が
お
す
す
め
。
お
店
の
雰
囲
気
や
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
技

術
な
ど
が
好
き
に
な
れ
た
ら
、
き
っ
と
そ

の
ま
ま
仕
事
に
で
き
ま
す
よ
。

喜瀬別邸  SPAやうら  アシスタントスーパーバイザー  高野恵子さん

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
、今
後
の
目
標
は
？

同
じ
道
を
め
ざ
す
人
へ

経
験
の
中
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

お客様が

リラックス

できるよう

心がけています。

素肌に

直接触れるので

気を遣います。

「美と健康・癒しのシゴト（スパセラピスト）」●今月のシゴト・ターゲット

喜瀬別邸 HOTEL＆SPA　SPAやうら　スパセラピスト　松本友恵さん（23歳）
とも え

松本 友恵さん

松本は同期の中でも、技術に対して常に課題を見い出

して取り組むなど意識が高いので、スタッフの技術指

導も任せています。この仕事は技術面だけでなく、人

に興味を持ち、小さなことに気づく観察力や感性を磨

くことも重要。今後は多くのスパを実際に体験し、身を

もって感じたことや発見を新しいメニューづくりに生か

して欲しい。

事業主の皆さま  必見！

　「助成金ってどんなものがあるの？」「我が社も使え

るの？」そんな疑問に専門家が無料でお答えします。

新規採用、人材の育成、働きやすい環境作りなどさま

ざまなケースに対応した助成金があります。

　まずはお気軽にお電話を！

　各地域において、地方自治体や関係団体が協議会

を設置し、以下のような取り組みをしています！

・経営者、管理者向けのセミナー

・求職者向けの各種講座、就職相談

・求人情報、就職・研修に関する情報の提供　等

地域雇用創造推進事業
（パッケージ事業）について

「雇用に関する助成金制度」
電話相談受付中【無料】

◆問合せ先

　沖縄県雇用関係助成金電話相談センター

　☎098-855-2023

◆問合せ先

・沖縄県中部中央地域雇用創造協議会

　☎098-860-7515

・沖縄県環金武湾地域雇用創造協議会

　☎098-989-0956

・那覇市地域雇用創出促進協議会

　☎098-941-8694

・宜野湾市雇用創造促進協議会

　☎098-894-3751

・豊見城市地域雇用創造推進協議会

　☎098-860-5218

・名護市地域雇用創造協議会

　☎0980-53-1212（内線241）

・宮古島市地域雇用創造協議会

　☎0980-72-0865

　沖縄市・北谷町・うるま市在勤・在住の事業主・従

業員のための福利厚生の向上を図ります。

　会費　月額　1,000円／人

・給付：勤続、結婚、出産他祝金

・見舞金、弔慰金の支給

・定期健診、人間ドック等の助成

・コンサートや映画チケット販売

・バスツアー、ボウリング、ゴルフ大会　等

あなたも会員になりませんか？
「ゆいワーク」

◆問合せ先　沖縄中部勤労者福祉サービスセンター

　　　　　　http://www.yuiwaku-oki.jp

　　　　　　☎098-929-4001

　スト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で
は

　
癒
し

　
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ス

パ
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
か

ら
、近
年
人
気
の
高
い
職
業
で
す
。「
美

と
健
康
・
癒
し
を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
で

き
る
プ
ロ
」と
し
て
、柔
ら
か
な
対
応

と
豊
か
な
感
性
、高
い
技
術
で
お
客
さ

ま
を
和
ま
せ
る
こ
と
が
仕
事
。解
剖
生

理
学
を
含
め
た
専
門
の
知
識
、マ
ッ

サ
ー
ジ
や
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
高
度
な

技
術
、マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
と
し
て
取

り
扱
う
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
つ
い
て
の
知

識
に
加
え
、お
客
さ
ま
を
も
て
な
す
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
精
神
が
求
め
ら
れ

ま
す
。華
や
か
に
見
え
る
半
面
、意
外

に
重
労
働
で
体
力
づ
く
り
や
体
調
管
理

が
重
要
で
、メ
ン
タ
ル
面
を
含
め
て
自

己
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
け
れ
ば

務
ま
ら
な
い
仕
事
で
す
。

“

”

“

”



基本概念

基本方針①

役割分担の明確化と協議・連携 効率的かつ効果的な行政資源の最適配分

視　点

簡素で効率的な
行政運営システムの構築

〈具体的な方策〉
◇県民視点による行政運営の充実
◇効率的な行政体制の構築
◇職員の意識改革および人材の育成
◇給与等の適正化
◇電子自治体の推進

〈具体的な方策〉
◇県と市町村の適切な役割分担
◇多様な主体との恊働・連携および
　民間活用の推進
◇公社等外郭団体の見直し

〈具体的な方策〉
◇歳入の確保
◇歳出の見直し
◇公会計改革
◇県債発行の抑制及び基金残高の確保
◇公営企業の経営健全化および
　一般会計繰入金の適正化

地方分権型社会に
向けた恊働体制の構築 持続力ある財政基盤の確立

県民に対する責任ある県政運営のための行政体制の整備と持続可能な行政基盤の確立

基本方針② 基本方針③

　

｢
地
産
地
消｣

を
テ
ー
マ
に
、
二
月
六
日
（
土
）
か
ら
二
日
間
、
奥

武
山
総
合
運
動
公
園
で｢

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０｣
を
開
催
し
ま
す
。

お問い合わせお問い合わせ ●県行政改革推進課  TEL.098-866-2155　　FAX.098-866-2157 ●県流通政策課  TEL.098-866-2255　　　FAX.098-868-0700

　

県
は
、平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る「
新

沖
縄
県
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
県
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

 

〜
沖
縄
県
の
新
た
な
発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
〜

行
財
政
改
革
の
必
要
性

〜
素
案
の
概
要
〜

行
財
政
改
革
の
基
本
理
念

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

〜
見
て
、食
べ
て
、体
験
し
て　

う
ち
な
ー
む
ん
〜

地
産
地
消
の
推
進

　

県
で
は
、「
地
産
地
消
」運
動
を
全
県
的

に
展
開
し
、県
民
に
新
鮮
で
安
全
・
安
心

な
県
産
食
材
の
良
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、沖

縄
の
伝
統
的
な
食
文
化
の
普
及
や
食
料

自
給
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
と
は
、「
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
」こ
と
を
意

味
し
、主
に
三
つ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、生
産
者
と
消
費
者
の

距
離
が
近
く
な
る
こ
と
で
、お
互
い
を
意

識
し
た
情
報
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
す
。二

つ
目
は
、よ
り
新
鮮
で
季
節
に
あ
っ
た
旬

の
味
が
楽
し
め
、地
元
な
ら
で
は
の
野
菜

や
果
物
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。三

つ
目
は
、地
元
で
販
売
す
る
た
め
、輸
送

時
に
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
な
ど
、

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
は
、と
て
も
大
切
な
取
り
組

み
で
す
。で
も
、難
し
い
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
ず
身
近
な
事
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
０
」で
は
、見
て
、食
べ
て
、体
験

す
る
こ
と
で
地
産
地
消
を
体
感
で
き
ま

す
。ま
た
、県
産
農
林
水
産
物
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
地
産
地
消
の
推
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

健
康
的
で
豊
か
な
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
、ぜ
ひ「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

県
は
、昭
和
六
十
年
度

以
来
、数
次
に
わ
た
り
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、本
県
の
財
政

状
況
は
、県
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
歳
入
の
大
幅
な

増
加
が
期
待
で
き
な
い
反

面
、公
債
費
や
社
会
保
障

関
係
経
費
な
ど
の
歳
出
増

に
よ
り
多
額
の
収
支
不
足

が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、こ
の
ま
ま
で
は
県
財

政
の
硬
直
化
に
よ
り
県
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、情

報
化
・
国
際
化
の
急
速
な

進
展
、環
境
問
題
の
深
刻

化
な
ど
に
加
え
、沖
縄
振

興
計
画
の
終
期（
平
成
二

十
三
年
度
）も
迫
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変

革
期
の
中
で
も
、医
療
や

教
育
、環
境
、雇
用
、治
安

な
ど
県
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
に
努
め
て

行
財
政
改
革
の
視
点

　

基
本
理
念
を「
県
民
に
対
す
る
責
任

あ
る
県
政
運
営
の
た
め
の
行
政
体
制
の

整
備
と
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
」と
し
、複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
的
確
に
応
え
、県
民
の
た
め
の
成

果
を
常
に
追
及
し
て
い
く
機
動
性
、機

能
性
を
重
視
し
た
組
織
運
営
、将
来
を

見
据
え
た
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

日時 2月6日（土）・7日（日）午前10時～午後6時

場所 奥武山総合運動公園、武道館

体験して！食べて！見て！

園芸フェア(武道館)
花き・野菜・果樹品評会
フラワーデザインコンテスト
いちおし産地・伝統野菜コーナー
いけ花・おし花体験教室等

まちと村の交流体験バスツアー
海・畑・食の体験バスツアー
農作物収穫体験、農作物料理体験

こだわりシェフのクッキングプラザ
県産食材料理の試食
体験料理教室

ＪＡコーナー
ファーマーズマーケットを中心とした
県産農産物の試食・販売
地産地消鍋料理（野菜肉汁）の販売

まーさん市場
県産牛・豚・鶏・卵の試食・販売

楽旬酒肴
旬の食材を用いた料理とビール・
泡盛のコラボレーション

海鮮市場
マグロ刺身づくり体験
水産加工品の試食・販売

山の市
木工体験教室、県産きのこ試食・販売
木灰ソバの限定販売
県産木材、木工製品、家具等の展示・販売

サーターヤー
黒糖づくり実演、 製品販売･試食

※内容は都合により変更になる場合があります。

ヤングファーマーズ市場
野菜苗等の販売

市町村の広場
ご当地食材(野菜、加工品)や
自慢の料理、民芸に関する展示
試食・販売

アトラクション
琉神マブヤーショー等

い
く
こ
と
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
改
革
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
行
財
政
改
革
は
、避

け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ

り
、こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果
も
踏
ま

え
な
が
ら
、外
部
有
識
者
等
の
検
討
の

場
も
設
け
、新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第1回沖縄県行政改革懇話会 （H21.6.4）

　

そ
し
て
、沖
縄
県
の
新
た
な
発
展
・
飛

躍
に
つ
な
げ
る
た
め
に
今
何
が
必
要

か
、何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、県
民

は
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
的
確
に
見

極
め
て
い
く
県
民
視
点
の
責
任
あ
る
県

政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

○
役
割
分
担
の
明
確
化
と
協
働
・
連
携

　

本
格
的
な
分
権
型
社
会
に
お
い
て

は
、住
民
の
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
と
県
が
果
た
す
べ
き
役

割
・
責
任
を
明
確
に
し
、協
働
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

企
業
な
ど
の
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
多
様
な
主
体
間
で
協
働
・
連
携
し

て
県
民
に
対
す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

○
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

　

行
政
資
源
の
最
適
配
分

　

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
最
大
限
に
活

用
す
る
た
め
、職
員
の
サ
ー
ビ
ス
意
識
、

コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
さ
せ
、不
断
の
取

り
組
み
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
で

無
駄
を
省
き
ま
す
。

　

ま
た
、県
の
発
展
・
飛
躍
に
つ
な
が
る

施
策
や
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

を
選
択
し
、そ
こ
に
行
政
資
源
を
集
中

さ
せ
て
い
く
こ
と
、ま
た
、将
来
的
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
適
正
な
行
政
資
源

の
配
分
で
世
代
間
の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

※

詳
細
は
、県
行
政
改
革
推
進
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「新沖縄県行財政改革プラン（仮称）」素案の体系図
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

宮古分館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
1 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時

　
１
月
30
日（
土
）午
後
6
時
半
開
演

●
場
所

　
名
護
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
内
容

　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
数
々
の

　名
曲
を
お
届
け
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

●
入
場
料

　全
席
指
定（
当
日
券
各
5
0
0
円
増
）

　一
般 

2,
5
0
0
円
、高
校
生
以
下 

1,
5
0
0
円

　※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
で
す
。

●
問
合
せ

　

 

名
護
市
民
会
館

　

　
☎
0
9
8
0
ー
5
3
ー
5
4
2
7

●
応
募
資
格

　

 

県
内
在
住
者
ま
た
は
県
内
事
業
所

●
応
募
条
件

　
県
内
で
製
造
、加
工
さ
れ
る

　工
芸
品
で
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
作

　業
で
あ
り
、主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に

　供
さ
れ
る
も
の（
染
色
物
、織
物
、陶
芸
等
）

●
応
募
締
切

　1
月
15
日（
金
）午
後
5
時

　
　
　
　
　
　（当
日
消
印
有
効
）

●
問
合
せ

　

 

県
商
工
振
興
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
3
7

●
日
時

　

 

2
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

●
内
容

　
全
７
コ
ー
ス
①
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、

　②
み
か
ん
狩
り
、③
し
い
た
け
収
穫
、④

　紅
芋
掘
り
、⑤
田
芋
収
穫
、⑥
ム
ー
チ
ー

　作
り
、⑦
ハ
ー
ブ
収
穫

●
申
込
み

　（株
）農
協
観
光
沖
縄
支
店

　
☎
0
9
8
ー
8
3
1
ー
5
3
2
5

●
問
合
せ

　

 

県
村
づ
く
り
計
画
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
6
3

　就
職
を
希
望
す
る
女
性（
学
生
、新
卒
、妊

婦
を
除
く
）を
対
象
に
ワ
ー
プ
ロ
3
級
の
資

格
取
得
を
目
指
す
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間

　
1
月
27
日
〜
2
月
23
日

　（月
〜
金
）午
前
9
時
〜
午
後
3
時

●
場
所 

　
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

●
申
込
み

　
1
月
18
日
・
19
日
来
所
申
込

●
選
考
方
法

　
筆
記
試
験
・
面
接

●
受
講
料 

　
無
料

　（教
材
費
等
6,
0
0
0
円
自
己
負
担
）

●
問
合
せ

　県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー（
那
覇
）

　
☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
1
7
8
8

　県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー（
沖
縄
相
談
所
）

　
☎
0
9
8
ー
9
3
4
ー
6
6
0
7

　
地
域
の
公
共
地
な
ど
に
植
栽
を
行
っ
て

い
る
団
体
や
個
人
を
対
象
に
、審
査
の
上
50

団
体
に
次
年
度
の
種
苗
購
入
経
費
と
し
て

5
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
締
切

　
2
月
19
日（
金
）

●
応
募
先

　
 

（
社
）沖
縄
県
対
米
請
求
権
事

　業
協
会

　地
域
公
共
景
観
賞
係

　
☎
0
9
8
ー
8
6
2
ー
9
3
9
0

●
問
合
せ

　

 

県
地
域
・
離
島
課

　

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
7
0

●
試
験
日

　

 

2
月
19
日（
金
）午
後
1
時
半
〜
4
時

●
場
所

　
県
立
看
護
大
学

●
願
書
受
付

　1
月
5
日（
火
）〜
12
日（
火
）

●
問
合
せ

　

 

県
医
務
課

　

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
9

●
第
一
次
試
験

　

 

1
月
25
日（
月
）・
26
日（
火
）

●
場
所

　
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦（
那
覇
市
）

●
受
験
資
格

　高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　お
よ
び
平
成
22
年
3
月
卒
業
見
込
み
の

　者
、ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

　が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

●
願
書
受
付

　1
月
4
日（
月
）〜
19
日（
火
）

●
問
合
せ

　県
医
務
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
6
9

●
試
験
日

　

 

3
月
7
日（
日
）

●
願
書
受
付

　
1
月
22
日（
金
）〜
29
日（
金
）

●
願
書
配
布

　各
消
防
本
部
、（
財
）消
防
試

　験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

●
問
合
せ

　（財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

　
☎
0
9
8
ー
9
4
1
ー
5
2
0
1

●
日
程
・
場
所

　1
月
16
日（
土
）午
後
1
時
〜
6
時

　う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
う
る
み
ん
」

　1
月
23
日（
土
）午
後
1
時
〜
6
時

　石
垣
市
大
川
公
民
館

　1
月
30
日（
土
）午
後
1
時
〜
6
時

　宮
古
島
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

●
問
合
せ

　マ
ッ
チ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
0
5
0
ー
3
0
7
2
ー
9
1
4
5

●
期
間

　

 

2
月
11
日（
木
）〜
14
日（
日
）

●
場
所

　
兵
庫
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教

　育
セ
ン
タ
ー
・
神
戸
市
内

●
内
容

　両
県
青
年
同
士
が
ス
キ
ー
体
験
や

　交
流
会
を
通
し
て
友
愛
の
絆
を
深
め
る

●
対
象

　
18
歳
〜
35
歳
ま
で
の
男
女
30
人

　（高
校
生
を
除
く
）

●
費
用

　
５
２,
０
０
０
円

●
応
募
締
切

　1
月
15
日（
金
）必
着

●
問
合
せ

　

 

県
教
育
庁
保
健
体
育
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
2
6

●
募
集
学
科

　
制
御
技
術
科
、電
気
技
術
科
、

　住
居
環
境
科
、物
流
情
報
科
、ホ
テ
ル
ビ
ジ

　ネ
ス
科
、電
子
情
報
技
術
科

●
試
験
日

　
2
月
4
日（
木
）

●
願
書
受
付

　1
月
13
日（
水
）〜
27
日（
水
）

●
受
験
資
格

　学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

　校
を
卒
業
し
た
者（
平
成
22
年
3
月
卒
業

　見
込
み
の
者
含
む
）ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

●
問
合
せ

　

 

沖
縄
職
業
能
力
開
発
大
学
校
学
務
課

　
☎
0
9
8
ー
9
3
4
ー
6
2
8
2

　平
成
22
年
1
月
か
ら
毎
月
勤
労
統
計
調

査
の
新
た
な
調
査
区
で
の
調
査
が
始
ま
り

ま
す
。

　調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
事
業
所
に
は
、県

知
事
任
命
の
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、事
業
主
の
皆
さ
ま
は
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　県
統
計
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

●
日
時

　
1
月
20
日（
水
）午
後
2
時
〜
4
時
半

●
場
所

　浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

●
内
容

　基
調
講
演「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と

　食
品
表
示
に
つ
い
て
」

●
講
師

　

 

堀
口

　逸
子
氏（
順
天
堂
大
学

　医
学
部
・
医
学
博
士
）

●
問
合
せ

　県
薬
務
衛
生
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
1
5

沖縄県公文書館

☆休館日：毎週月曜日、祝日(日曜日が祝日の場合は、
　翌平日)

金型産業の振興
沖縄県キャリアセンター
農商工等連携による地域活性化
県立埋蔵文化財センター
おきなわ花と食のフェスティバル

平
成
21
年
度
准
看
護
師
試
験

平
成
22
年
度
自
治
医
科
大
学
入
学
試
験

平
成
21
年
度
第
３
回
消
防
設
備
士
試
験

三
枝 

成
彰
・
辰
巳 

琢
郎
の

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

に
向
け
て

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

☎0980-72-2317

◆ミニ展示　「ダイエット・健康特集」
　1月6日（水）～31日（日）
◆郷土史研究会（1月定例会）
　1月21日（木）

◆ミニ展示「健康関連特集」
　1月6日(水)～31日(日)

2 日・3 日
9日・1 0日
16日・17日
23日・24日
30日・31日

◆博物館企画展「大嶺薫コレクション展」　
　期　間：1月11日(月)まで
　入場料：博物館常設展の観覧券で入場できます

◆美術館企画展「タカエズトシコ展」
　期　間：1月1日（金）～3月14日(日)
　入場料：一般1,000円、高校生・大学生700円、
　　　　  小・中学生300円

◆美術館コレクション展
　「水島源晃写真展」
　「貴方を愛するときと憎むとき展」
　「沖縄美術の愉しみ」
　期　間：2月21日(日)まで
　入場料：一般300円、高校生・大学生200円、
　　　　  70歳以上と県内小･中学生無料

☎098-888-3875
◆常設展・特別企画「海の沖縄戦展」
　期間　3月28日(日)まで
　　　　 ※入場は無料です。

☆休館日：毎週火曜日、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/
☆年始休館日　1月1日(金)～1月5日(火)

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
通
信
⑨

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

毎
月
勤
労
統
計
調
査
第
二
種
事
業
所
調
査

食
品
の
安
全
安
心
意
見
交
換
会

1月1日(金)大会開催まで、あと

日
です

208
http://www-ih2010.jphttp://www-ih2010.jp
大会公式HPはこちら

第1回バンミカセ大会

　「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」が
い
よ

い
よ
今
年
七
月
に
開
催
し
ま
す
。県
実
行
委

員
会
で
は
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、大
会
開
催
二
〇
〇
日
前

の
節
目
に
あ
た
る
一
月
九
日（
土
）に
、パ
レ

ッ
ト
く
も
じ
イ
ベ
ン
ト
広
場（
那
覇
市
）に

お
い
て
、午
後
一
時
か
ら
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
の
点
灯
式
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、高
校
生
が
組
織
す
る「
高
校
生
一

人
一
役
活
動
実
行
委
員
会
」が
主
体
と
な
る

第
二
回
バ
ン
ミ
カ
セ
大
会
も
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」へ
の
出
場
を
目
指
す
選
手
や
イ

チ
ャ
リ
バ
兄
弟
の
心
で
高
校
生
一
人
一
役
の

活
動
を
進
め
て
い
る
県
内
各
地
の
高
校
生

が
一
堂
に
会
し
、機
運
を
醸
成
す
る
と
共
に

大
会
開
催
を
県
民
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。内

容
は
、高
校
生
一
人
一
役
活
動
の
取
り
組
み

状
況
紹
介
や
開
催
競
技
種
目
を
各
競
技
選

手
が
紹
介
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な

っ
て
い
ま
す
。開
催
日
時
･
場
所
は
一
月
十

四
日（
木
）午
後
二
時
よ
り
、那
覇
市
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。一
般
の
方
も
参
観
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
・
兵
庫
県
友
愛

親
善
野
外
活
動
研
修
会

ま
ち
と
村
の
交
流
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

技
術
講
習
ワ
ー
ド
３
級

地
域
公
共
景
観
賞
募
集

沖
縄
職
業
能
力
開
発
大
学
校

学
生
募
集

第
32
回
沖
縄
県
工
芸
公
募
展
作
品
募
集



伊江村役場商工観光課 松本壮さん

伊 江 村

輝
け　

わ
し
た
島
の
未
来

！

伊
江
島
の
元
気
仕
掛
け
人
が

手
が
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
特
産
品

共
に
高
め
合
い
協
力
し
合
っ
て
、

よ
り
良
い
品
質
を
維
持

「
伊
江
村
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

　

沖
縄
本
島
北
部
の
本
部
港
よ
り
フ
ェ

リ
ー
で
三
十
分
。タ
ッ
チ
ュ
ー
の
愛
称
で
知

ら
れ
る
城
山
が
シ
ン
ボ
ル
の
伊
江
島
は
、

百
万
輪
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
咲
き
誇
る
ゆ

り
祭
り
や
、千
種
以
上
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

が
咲
く
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
祭
り
が
あ
り
、｢

フ

ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド｣

と
し
て
多
く
の
観
光

客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

伊
江
村
で
は
、第
三
セ
ク
タ
ー
の
伊
江
島

物
産
セ
ン
タ
ー
を
事
業
主
体
に
、紅
芋
、島

ら
っ
き
ょ
う
、伊
江
牛
、ロ
ー
ゼ
ル
な
ど
の
地

域
資
源
を
使
っ
た
新
商
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
見
本
市
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、

お
客
さ
ん
の
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
商

品
を
改
善
し
、 

売
れ
る
商
品 

を
意
識
し
た

特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
話

す
伊
江
村
商
工
観
光
課
の
松
本
壮
さ
ん
。特

色
あ
る
島
の
特
産
品   

伊
江
も
の  

の
開
発

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
の
大
城
賢

さ
ん
は
、特
産
品
開
発
の
現
場
を
支
え
る
一

人
。「
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
、既
存
商

品
と
競
合
せ
ず
、島
の
も
の
で
全
く
新
し
い

加
工
品
を
作
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。伊

江
島
の
生
産
者
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、

品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、互
い
に
良
い

緊
張
感
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。現
在
、

ロ
ー
ゼ
ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
島
の
産
物

を
原
料
に
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
商
品
化
に

向
け
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

経
産
牛
肥
育
組
合
の
名
嘉
健
二
さ
ん
は
、

香
り
が
良
く
赤
身
の
多
い
ヘ
ル
シ
ー
な
母

牛
を「
伊
江
牛
」と
し
て
出
荷
し
て
い
ま

す
。「
自
分
で
育
て
た
牧
草
を
飼
料
に
使
っ

て
い
る
の
で
、安
心
」と
、自
信
を
持
っ
て
牛

汁
や
シ
チ
ュ
ー
、ハ
ン
バ
ー
グ
、
ビ
ー
フ

ジ
ャ
ー
キ
ー
な
ど
の
加
工
品
に
原
料
を
提

供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、加
工
担
当
者
に
牛

肉
の
熟
成
や
柔
ら
か
く
な
る
切
り
方
な
ど

の
指
導
を
行
い
、共
に
特
産
品
の
品
質
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は
、広
告
マ
ン
だ
っ
た
経
験
を

生
か
し
、地
元「
湧
出
」の
湧
き
水
と
塩
、黒

糖
な
ど
を
使
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品「
イ
エ
ソ
ー

ダ
」や
伊
江
牛
な
ど
を
次
々
と
企
画
し
、今

年
は
お
酒
入
り
イ
エ
ソ
ー
ダ
も
販
売
予
定

で
す
。

　

イ
エ
ソ
ー
ダ
の
原
料
と
し
て
黒
糖
を
提

供
す
る
宮
城
良
文
さ
ん
は
、こ
の
道
三
十
年

余
の
黒
糖
職
人
で
す
。「
島
の
特
産
品
づ
く

り
の
お
手
伝
い
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
、

特
産
品
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
商

工
会
が
進
め
る
伊
江
島
合
鴨
も
新
し
い

特
産
品
の
ひ
と
つ
。経
営
指
導
員
の
安
谷

屋
憲
人
さ
ん
は
、「
川
が
な
い
伊
江
島
に

は
、渡
り
鳥
の
飛
来
が
少
な
く
、鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
危
険
が
低
い
。ま
た
、伊

江
島
合
鴨
は
、有
名
な
イ
タ
リ
ア
料
理
の

落
合
務
シ
ェ
フ
の
お
墨
付
き
で
す
」と
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
「
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
島

の
シ
モ
ン
芋
や
ジ
ー
マ
ミ
を
飼
料
に
し

た
合
鴨
は
肉
質
が
柔
ら
か
で
ク
セ
が
な

く
、
県
内
外
の
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
の
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
」と
話
す
伊
江
島
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

の
内
間
英
海
さ
ん
。今
後
は
飼
育
数
を
約

三
万
羽
に
増
や
す
予
定
で
、島
の
雇
用
創

出
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

村
営
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
園
で
は
、顔
ほ
ど

の
大
き
さ
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
珍
し
い
色
の

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
な
ど
、約
千
種
を
植
栽
し
て

い
ま
す
。園
の
管
理
を
し
て
い
る
村
農
林
水

産
課
の
玉
城
正
朝
さ
ん
は
、特
産
品
原
料
の

ロ
ー
ゼ
ル
の
栽
培
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
観
光
客
の
落
ち
込
む
十
二
月
に
ハ
イ
ビ
ス

　新年あけましておめでとうございます！毎年、ひとつ新しいことに挑戦す
ることをモットーにしている私。去年は初めてバイクの競技会に参戦したも
のの、見事に転倒してバイクが傷だらけに（涙）。今年は触ったことのない
MacPCを買い、いろいろ勉強しようと考えているのですが、その前に我が
家の仕分け人の追求をどうかわそうか・・・（汗）　　　　　　　　（tako）

　新年あけましておめでとうございます。12月になると手帳を新調してい
るのですが、古い手帳から新しい手帳にメモや予定を書き写しながら、つ
いつい今年の出来事を思い返したり、来年はどんなことをしようかと計画
をたてたりしてしまいます。一年の計は元旦にありといいますが、毎年
ちょっとフライングしてしまう私です。　　　　　　　　　　　 (momo)

企画・編集・発行　沖縄県知事公室広報課
〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL：098-866-2020
●表紙 写真・島袋常貴／
　ハイビスカスを使ったお茶や
　バスソープ、お酒を開発（伊江村）

作
り
手
の
顔
が
見
え
る
個
性
豊
か
な 

伊
江
も
の 

で

離
島
か
ら
安
心
と
元
気
を
発
信
！

カ
ス
祭
り
を
行
い
、集
客
を
狙
い
ま
す
」

と
、フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
伊
江
島
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
「
小
さ
な
島
の
中
で
競
争
す
る
の
で
は
な

く
、島
外
へ
商
品
を
売
り
、島
へ
人
を
呼
ぶ
こ

と
が
大
事
」と
安
谷
屋
さ
ん
。松
本
さ
ん
も

「
各
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、役
場
、漁
協
、

J
A
が
切
磋
琢
磨
し
て
作
り
上
げ
た
特
産

品
は
、魅
力
的
な
商
品
だ
が
、伊
江
島
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
統
一
が
図
ら
れ
て

い
な
い
。今
後
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
作
り

を
行
い
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
「  

人  

が
島
の
元
気
で
あ
り
、資
源
で
す
」

と
語
る
松
本
さ
ん
は
、伊
江
村
の
元
気
を
総

合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　
・
外
か
ら
の
視
点
を
持
っ
て
、

  

足
元
に
あ
る
資
源
を
見
る

・
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
広
告
戦
略
で

  「
伊
江
島
」に
注
目
を
集
め
る

・
自
立
・
自
活
の
で
き
る
島
を
め
ざ
し
た

    

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り   

へ
伊江村役場 商工観光課
☎0980-49-2906　URL  http://www.iejima.org
伊江村商工会
☎0980-49-2742　URL  http://www.ieson.jp/

アンケート
「美ら島沖縄」のご感想をお聞かせください。
パソコンはこちら
http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

特
産
品
開
発
が
雇
用
や

島
の
活
性
化
を
促
進

“

“

“

”

”

”

“

”

シモン芋などの自然飼料で育てた伊江島合鴨

“

“

沖縄県広報誌
平成22年1月1日発行第34巻1号通巻412号

ローゼルやハイビスカスを使った新商品を開発

ぐ
す
く
や
ま

つ
よ
し

ワ
ジ
ー

ひ
で
み

の
り
と

た
ま
し
ろ
ま
さ
と
も

ゆったりした環境の中で育てる伊江牛

調理室や下処理室を備えた
「農産物食品加工センター」


